
令和４年度スローガンコンテスト
努力賞　その言葉　自分に言われて　平気かな

国
指
定
名
勝
の
大
⻆
氏
庭
園
が
借
景
と
す
る
日
向

山
（
多
喜
山
城
跡
）
は
本
市
六
地
蔵
・
伊
勢
落
に
あ
り
、

平
成
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
で
山
頂
ま
で
721
段
の

石
段
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
が
健
康
づ
く
り
、

学
生
が
脚
力
鍛
錬
の
場
と
し
て
訪
れ
ま
す
。
標
高
は

222
・9
ｍ
で
、
石
段
を
登
る
と
約
20
分
で
山
頂
に
到
着
。

眼
下
に
戦
国
時
代
に
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
野
洲
川
、

湖
南
平
野
、三
上
山
、遠
く
に
琵
琶
湖
が
一
望
で
き
ま
す
。

こ
の
眺
望
の
良
さ
と
旧
東
海
道
を
見
下
ろ
せ
る
要

衝
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
元げ

ん
き亀
年
間
（
１
５
７
０
～

１
５
７
３
年
）
に
織
田
信
長
陣
営
が
多
喜
山
城
を
築
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
喜
山
城
は
山
頂
を
平
ら
に

削
り
、
城
内
を
曲く

る

輪わ

（
平
坦
地
）
と
し
ま
し
た
。
東
隅

に
は
主し

ゅ

郭か
く

（
近
世
で
は
本
丸
と
呼
ば
れ
た
）
が
あ
り
、

周
り
を
土
塁
で
囲
ん
で
い
ま
す
。
城
郭
へ
の
出
入
り
口

で
あ
る
虎こ

ぐ
ち口
は
西
と
東
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
虎
口

は
土
塁
を
食
い
違
い
に
す
る
こ
と
で
敵
兵
が
曲
が
り
な

が
ら
城
内
に
入
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
の
「
桝

形
虎
口
」
に
似
て
い
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

侵
入
す
る
敵
兵
の
側
面
を
攻
撃
す
る
た
め
の
横
矢
掛
り

や
石
垣
を
設
け
る
な
ど
、
近
世
の
城
郭
に
つ
な
が
る
初

期
の
形
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
喜
山
城
は

現
存
し
ま
せ
ん
が
、今
に
残
る
山
頂
の
曲
輪
（
平
坦
地
）、

土
塁
、
虎
口
や
石
垣
は
当
時
の
も
の
で
、
在
り
し
日
の

姿
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

滋
賀
県
に
は
、
中
近
世
に
１
３
０
０
を
超
え
る
城
郭

が
築
か
れ
、
単
位
面
積
当
た
り
で
は
日
本
一
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
城
の
魅
力
を
伝
え
る
「
近
江
の
城
カ
ー
ド
」

に
本
市
か
ら
多
喜
山
城
が
選
ば
れ
ま
し
た
。（
県
が
企

画
・
配
布
終
了
）

戦
国
の
乱
世
を
感
じ
な
が
ら
、
手
軽
に
登
る
こ
と
が

で
き
る
日
向
山
（
多
喜
山
城
跡
）
に
行
か
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

参
考
資
料
：「
近
江
の
山
城
ベ
ス
ト
50
を
歩
く
」
多
喜
山
城

見

り
っ
とう
再
発

旧東海道を見下ろす要衝・日向山全景

戦
国
時
代
往
時
を
し
の
ぶ

日に
っ
こ
う
や
ま

向
山
（
多た

き

や

ま

喜
山
城
跡
）
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「近江の城カード」に掲載の多喜山城跡

山頂から野洲川、三上山を望む

竹林に囲まれた721の石段
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